
安全安心

　教育委員会 information
問 環境政策課 （２５）８１２３
　 環境センター （２４）００３１

交通事故発生状況交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和４年１月末現在）

火災・救急・救助件数火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和４年１月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 6 件 ＋ 2 件
死 者 数 1 人 ＋ 1 人
傷 者 数 10 人 ＋ 3 人

発生場所 件　数
マ キ ノ 0 件
今 津 0 件
朽 木 0 件
安 曇 川 2 件
高 島 3 件
新 旭 1 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 １件 1 件
車 両 0 件 0 件
林 野 ０件 0 件
そ の 他 １件 1 件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 16 件 16 件
一般負傷 37 件 37 件
急 病 191 件 191 件
そ の 他 24 件 24 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 0 件 0 件
交通事故 3 件 3 件
水難事故 0 件 0 件
そ の 他 1 件 1 件

１月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.046μSv/h 0.057μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.030μSv/h 0.038μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.061μSv/h 0.058μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.041μSv/h 0.042μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.057μSv/h 0.054μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）
0.044μSv/h 0.048μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の
値はおおむね0.2μSv/h以下です。

創造 問 

教
育
総
務
課　

（
２
５
）
８
５
５
８

教
育
長
室
か
ら　

―
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
創
造
す
る
②
―
　
上
原
　
重
治

教
育
委
員
会
広
報

令
和
３
年
３
月
号
の

令
和
３
年
３
月
号
の

「「
教
育
長
室
か
ら

教
育
長
室
か
ら
」は
、
」は
、

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
に

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

な
れ
ま
す
。

学
校
の
授
業
風
景
が
大
き
く
変
化
し

学
校
の
授
業
風
景
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
タ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
文
房
具
の
よ
う
に

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
文
房
具
の
よ
う
に

使
っ
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
台

使
っ
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
で
き
る
Ｉ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
で
き
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
教
育
環
境

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
教
育
環
境

が
整
っ
た
か
ら
で
す
。

が
整
っ
た
か
ら
で
す
。

今
日
の
情
報
化
や
技
術
革
新
は
急
速

今
日
の
情
報
化
や
技
術
革
新
は
急
速

に
進
展
し
、
将
来
の
社
会
を
予
測
す
る

に
進
展
し
、
将
来
の
社
会
を
予
測
す
る

こ
と
自
体
、
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ

こ
と
自
体
、
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
一
層
先
行
き
が

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
一
層
先
行
き
が

不
透
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

不
透
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
を
生
き
て
い
く
に
は
、
目
の
前

な
社
会
を
生
き
て
い
く
に
は
、
目
の
前

の
事
象
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
一
部

の
事
象
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
一
部

の
人
間
だ
け
で
な
く
全
員
が
考
え
、
悩

の
人
間
だ
け
で
な
く
全
員
が
考
え
、
悩

み
、
そ
し
て
「
正
解
か
ど
う
か
わ
か
ら

み
、
そ
し
て
「
正
解
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
自
分
や
自
分
を
含
め
た
皆
が

な
い
が
、
自
分
や
自
分
を
含
め
た
皆
が

う
な
ず
け
る
解
決
案
（
納
得
解
）」
を

う
な
ず
け
る
解
決
案
（
納
得
解
）」
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・

り
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・

能
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

能
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
の
小
中
学
校
に
お
い

そ
こ
で
、
本
市
の
小
中
学
校
に
お
い

て
は
、
授
業
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

て
は
、
授
業
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び

一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
同
士
や
学
校
外

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
同
士
や
学
校
外

の
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
、
主
体
的

の
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
、
主
体
的

に
課
題
を
解
決
す
る
探
究
的
な
学
び
も

に
課
題
を
解
決
す
る
探
究
的
な
学
び
も

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
公
民
館
に
も
無
線
ネ
ッ
ト

ま
た
、
各
公
民
館
に
も
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
を
整
え
、
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ

ワ
ー
ク
環
境
を
整
え
、
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
刻
々
と

す
。
社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
刻
々
と

変
化
す
る
社
会
情
勢
と
そ
こ
に
生
き
る

変
化
す
る
社
会
情
勢
と
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
、
そ
の

人
々
の
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
、
そ
の

内
容
と
方
法
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

内
容
と
方
法
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
中
に
開
校

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
中
に
開
校

予
定
の
（
仮
称
）
た
か
し
ま
市
民
大
学

予
定
の
（
仮
称
）
た
か
し
ま
市
民
大
学

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
、

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
、

探
究
的
な
学
び
が
実
現
で
き
る
市
民
大

探
究
的
な
学
び
が
実
現
で
き
る
市
民
大

学
と
な
る
よ
う
、
現
在
、
準
備
委
員
会

学
と
な
る
よ
う
、
現
在
、
準
備
委
員
会

で
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
教
育
が
「
未
来
を
創
る
人
」

本
市
の
教
育
が
「
未
来
を
創
る
人
」

を
育
て
る
場
と
な
る
よ
う
、
学
校
教
育

を
育
て
る
場
と
な
る
よ
う
、
学
校
教
育

な
ら
び
に
社
会
教
育
の
学
び
を
改
革
し

な
ら
び
に
社
会
教
育
の
学
び
を
改
革
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託して焼却処分し
ています。ごみの量に応じてごみ処理費用を負担すること
になりますので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
令和３年１月分 996t
令和４年１月分 979t（前年比 17t 減）
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